
平成1８年度県税歳入補正予算の概要

下線部分は現計予算額対比

補正予算見積総額 ＋１００億７千万円（＋６．９％）
（当初 １，４６０億円 → 補正後 １，５６０億７千万円）

・対前年度決算比 ＋１１８億７，４９２万円(＋ 8.2%)

・法人二税、個人県民税を中心に多くの税目で増収となる。

《主な増額補正税目》

○法人二税 ＋７７億５，４００万円（＋１３．３％）

（当初 ５８２億９，０５０万円 → 補正後 ６６０億４，４５０万円）

・対前年度決算比 ＋１００億９，８９０万円(＋18.1%)

法人県民税 ＋１７億５，８５０万円（＋１９．３％）

（当初 ９０億９，８７０万円 → 補正後 １０８億５，７２０万円）

・対前年度決算比 ＋１９億２，１７７万円(＋21.5%)

法人事業税 ＋５９億９，５５０万円（＋１２．２％）

（当初 ４９１億９，１８０万円 → 補正後 ５５１億８，７３０万円）

・対前年度決算比 ＋８１億７，７１３万円(＋17.4%)

（要因）平成18年度の法人二税は、分割基準の見直しにより金融業で大幅な減収となったものの、

全体的に企業収益は引き続き改善したこと、また一部大手法人の個別要因として繰越欠損

金や特別損失の解消により税収が大幅に伸びたことから結果として当初見込みを大幅に上

回った。

○個人県民税 ＋２０億８，４１０万円（＋ ８．３％）

（当初 ２５１億９，４８０万円 → 補正後 ２７２億７，８９０万円）

・対前年度決算比 ＋３１億９，４３７万円(＋13.3%)

（要因）景気回復に伴う雇用情勢の改善や老年者非課税措置の廃止、株式等の譲渡所得の増加な

どにより納税義務者数が大幅に増加したことや配当割・株式等譲渡所得割が企業業績の回

復や株式売買の活性化等に伴って当初見込みを上回った。

○地方消費税 ＋ ４億６，４６０万円（＋ ４．０％）

（当初 １１６億４，７６０万円 → 補正後 １２１億１，２２０万円）

・対前年度決算比 ＋ ３億４，５７４万円(＋ 2.9%)

（要因）県内消費の回復により払込額が当初見込みを上回った。

○不動産取得税 ＋ ３億５，４４０万円（＋ ７．７％）

（当初 ４５億９，６１０万円 → 補正後 ４９億５，０５０万円）

・対前年度決算比 ＋ ２億１，４２９万円(＋ 4.5%)

（要因）土地取引は減少したものの、景気回復による設備投資の増加などにより非木造家屋(住宅

以外)の新築が大幅に増加した。

○固定資産税 ＋ １億 ３９０万円（ 皆 増 ）

（当初 見込まず → 補正後 １億 ３９０万円）

・対前年度決算比 ＋ １億 ３９０万円( 皆増 )

（要因）竜王町のたばこ税収入(平成16年度)が大幅に増加したため、竜王町の基準財政収入額が

膨らみ、県が課する大規模償却資産が発生した。(平成18年度のみ)



○県民税利子割 ＋ ７，２４０万円（＋ ７．０％）

（当初 １０億３，９１０万円 → 補正後 １１億１，１５０万円）

・対前年度決算比 △ ３億５，２９３万円(△24.1%)

○産業廃棄物税 ＋ ６，５５０万円（＋１４５．６％）

（当初 ４，５００万円 → 補正後 １億１，０５０万円）

・対前年度決算比 ＋ ５，４６９万円(＋98.0%)

○自動車取得税 ＋ ６，３１０万円（＋ １．２％）

（当初 ５０億７，６５０万円 → 補正後 ５１億３，９６０万円）

・対前年度決算比 △ ８４５万円(△ 0.2%)

○個人事業税 ＋ ４，２４０万円（＋ ２．８％）

（当初 １５億３，４２０万円 → 補正後 １５億７，６６０万円）

・対前年度決算比 ＋ ５，２２８万円(＋ 3.4%)

《主な減額補正税目》

●県たばこ税 △ ４億５，９７０万円（△１２．１％）

（当初 ３７億８，９３０万円 → 補正後 ３３億２，９６０万円）

・対前年度決算比 △ ３億９，８２９万円(△10.7%)

（要因）平成18年７月以降、栗東市内で売り渡されるたばこの本数が急激に減少しているため、

当初見込みを大幅に下回った。

●自動車税 △ ２億５，３１０万円（△ １．３％）

（当初 １９９億３，７００万円 → 補正後 １９６億８，３９０万円）

・対前年度決算比 △ ２億７，４１１万円(△ 1.4%)

（要因）自動車の保有台数の伸びが見込みを若干下回ったことやグリーン税制による軽減額が増

加したため、当初見込みを下回った。

●軽油引取税 △ １億８，４９０万円（△ １．４％）

（当初 １３３億４，４９０万円 → 補正後 １３１億６，０００万円）

・対前年度決算比 △１１億６，３６５万円(△ 8.1%)

（要因）平成18年度に入って以降、大口販売業者の引取数量が急激に減少したことや滞納繰越分

(徴収猶予分)が減少したため、当初見込みを下回った。

●ゴルフ場利用税 △ ３，６７０万円（△ ２．５％）

（当初 １４億６，７４０万円 → 補正後 １４億３，０７０万円）

・対前年度決算比 ＋ ９６１万円(＋ 0.7%)

《その他の歳入》

●地方消費税清算金 △１１億３，６５１万円（△４．６％）

（当初 ２４６億１，６００万円 → 補正後 ２３４億７，９４９万円）

・対前年度決算比 ＋ １億７，０４２万円(＋ 0.7%)

○市町たばこ税県交付金 ＋ ６，５３２万円（＋ ２．９％）

（当初 ２２億１，９００万円 → 補正後 ２２億８，４３２万円）

・対前年度決算比 ＋１２億２，６２１万円(＋115.9%)


